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（解答例）

(1) 労働基準法と労働安全衛生法の違いを簡潔に説明せよ

労働基準法は被雇用者の労働条件の最低基準を定める法律で，労働安全衛生法は労働者の安全と健康を

守るだけでなく快適な労働環境の実現を事業者に義務づける法律

(2) 化学物質の職業曝露による皮膚障害について簡潔に説明せよ

酸やアルカリによる一次刺激性皮膚炎，樹脂によるアレルギー性皮膚炎（ラテックスグローブへのアレ

ルギーなどがよく知られている），スルファミン等による光感作性皮膚炎，塩素化合物によるクロルア

クネ，ゴムの酸化防止剤による白斑症等が含まれ，パッチテストで検査することが多い

(3) 労働衛生 3管理とは何か？

健診などの「健康管理」，作業時間や態様を管理する「作業管理」，作業環境の安全性を確保するため

の「作業環境管理」

(4) 作業環境管理のための２つの衛生基準について簡潔に説明せよ

週 40時間の曝露を仮定した個人の曝露レベルを健康影響がない水準に保つために設定された日本産業

衛生学会による許容濃度と，作業場所の作業環境管理の良否を判断するための管理区分を決定するため

の指標として厚生労働省が定めた管理濃度の２つがある。


